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(2) 近年特に水利上問題になっているホテイアオイ (Eichhorniacrass争es(Mart.) 
Solms)をとりあげ，自然水域における生長特性を解析すること.











































窒素 (Inorg-N)分に対する比率， Inorg-N，有機態窒素 (Org-N)のかっこ内数値は全窒
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Wt = wo(1+X)t...・H ・.…..・H ・.(1)
ここで， Wt: t時間後における現存量(weightjunit-area)的:初期現存量 (weightj
u瓜t-area)，X:生長率， t:経過時間 (timeunit). 
生物の生長速度は制限要因のないときには，現存量に比例するという考え方に基づく
(2-1)式がより一般的である.
dWt dt =λWt・H ・H ・..・H ・.…(2-1)
初期条件 t=OでWt=Woとすると，
Wt = woelt ..・ H ・..・ H ・.…(2-2)
となる.ここでλは生長係数 (1ju瓜t-time)である.しかし λ<1のとき，
、 ").2
l=1+;';:'+ニ:.+...・H ・..(3)IT T 21 
と級数展開され，右辺の2次以上の項を省略すると (2-2)は (1)式で近似表現される.
後者の生体量による表現法は，具体的な次元をもっている方法なので，直感的には理解し
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た. 被度が 100%に達した時の現存量は約4-6kg新鮮重/m2であった. 両実験区で生
長速度の差異はあっても，現存量が飽和した時点では，ほぽ40---50kg新鮮重/m2の現存
量となりほぼ同程度であった.第7図は放置実験区の全生長過程をプロットしたもので，

















k一'rー一ーFー-一iWh、20 c5 を実験室に持ち帰って，乾物重， N.P Wt=l+艇栂6叫1







第7図放置実験区における現存量変化 に生長係数 λを求め， 同表に示した.
第3表水域別ホテイアオイの現存量および生長速度係数(λ〉の季節変化(収穫管理実験区〉
水 域 倉 敷 JI 児 島 湖
実験区 RUN 1 RUN I RUN 1 RUN Il 
採年 月 取日
現存量 λ 現存量 λ -，ケー 現存量 λ 現存量 λ λ 
(kg/m勺(1/日) (kg/m勺(1/日〉 平(1均/日値)(kg/m') (1/日)(kg/m勺(1/日〉 平Q均LB値〉
55 5 28 0.075 0.075 0.075 0.075 
0.09 0.10 0.10 0.10 0.09 0.10 
6 19 0.54 0.63 0.69 0.56 
0.15 0.13 0.14 0.17 0.17 0.17 
6 28 2.10 1. 95 3.15 2.48 
0.12 0.10 0.11 0.11 0.14 0.13 
7 8 6.70 5.47 9.51 9.69 
0.15 0.14 0.15 0.06 0.05 0.06 
7 19 12.36 9.46 7.82 7.54 
0.10 0.12 0.11 0.14 0.15 0.15 
7 28 18.16 18.50 18.06 18.82 
0.05 0.05 0.05 0.05 0.03 0.04 
8 1 17.56 18.34 19.32 14.84 
0.07 0.06 0.07 0.04 0.08 0.06 
8 19 15.22 15.06 13.1 13.6 
0.04 0.04 0.04 0.05 0.04 0.05 
9 4 15.38 14.34 13.74 13.48 
0.05 0.05 0.05 0.06 0.07 0.07 
9 18 15.36 13.92 ]5.40 17.36 
0.06 0.08 0.07 0.03 0.02 0.03 
10 2 18.96 21.12 12.56 12.26 
0.03 0.03 0.03 0.04 0.03 0.04 
10 17 15.40 16.34 10.78 10.00 
0.01 0.02 0.02 0.03 0.04 0.04 
1 5 11.40 10.14 11. 20 。 。 。
1 25 4.96 5.55 。 。 。
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7 月 8 
3.53 3.26 3.65 3.46 
0.763 0.744 0.822 0.783 
4.06 3.37 3.66 3.52 
日 1 月 5 日
3.10 2.98 2.39 2.69 
0.484 0.358 0.286 0.322 
4.46 4.84 4.91 4.48 
日 8 月 1 日採取月日















10 月 2 日
RUNI RUNII 平均値
3.74 3.19 3.47 
0.661 0.520 0.591 





乾 物 率く%) 4.51土0.79
59巻(1981)
3.29 3.63 3.46 
0.802 0.684 0.743 





2.84 2.40 2.62 
0.615 0.528 0.572 
4.52 4.42 4.47 
1 月 25 日
2.86 3.07 2.97 
0.295 0.337 0.316 
5.70 6.12 5.91 
9 月 4 日
RUNI RUNII 平均値
3.65 3.76 3.71 
0.762 0.746 0.754 
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個体 1 2.08 O. 510 1. 95 0.289 3.06 0.543 2. 32 O. 360 
2 2.67 0.525 2. 17 0.286 2.39 O. 708 2. 1 O. 363 
3 2.42 0.449 2.21 0.333 3.22 0.673 2.19 0.312 





















有率は 0.602土0.179%であった.倉敷川と児島湖とにおける実験区を比較すると N.P 
とも前者の方が高い含有率を示した.乾物率について季節的な変動でみると，児島湖実験













































1. 50 x 10・
1. 99x 10‘ 
第 6表 形態，SIJN. Pの漫縮係数
葉 部
児島湖
1. 12 x 10‘ 
3.12 x 10‘ 











































































2. Bock， J.H. 1969. Productivity of the water hyacinth Eichhornia crassiPes (MART.) 
Solms. Ecology. 50 : 460-464. 
3. Boyd， C.E. 1976. Accumulation of dry matter， nitrogen and phosphorus by cul-
tivated water hyacinth. Economic Botanity 30: 51-56. 
4. 沖陽子，伊藤操子，植木邦和.1978. ホテイアオイ (Eichho問 iacrassかes(Mart.) Solms) 
の生育および繁殖に関する研究.第1報水中の栄養塩が生育および繁殖に与える影響.
雑草研究 23:15-20. 
5. 11中陽子，伊藤操子，植木邦和.1978. ホテイアオイ (Ecichho開 iacrass争es(Mart.) Solms) 
の生育および繁殖に関する研究.第2報水中の窒素形態の差異が生育ならびに繁殖に及
ぼす影響.雑草研究 23:おー 25.
6. 11中陽子.1980. 水生雑草ホテイアオイをめぐる諸問題.農業技術 35: 15-21. 
7. Penfound， W. T. and Earle， T. T. 1949. The biology of the water hyacinth. Ecol・
ogical Monographs 18: 447-471. 
8. Sahai， R. and Sinha， A. B. 1969. Contribution to the ecology of Indian aquatics. 
1 Seazonal changes in biomass of water hyacinth (Eichhornia crassかes(Mart.) 
Solms). Hydrobiology 35 : 376-382. 
9. 篠崎吉郎.1979. 植物の密度効果.化学と生物 17:402-404. 
10. Taylor， J.S. and Stewart， E. A. 1978. Hyacinth. Conf. Biol. Nutrient Removal 
Alternatives 143-180. 
11. 徳永隆司，北喜代司，北直子.森本昌宏.1978. ホテイアオイの生長と無機栄養元素の貯
蔵日本水処理生物誌 14: 1-8. 
12. 植木邦和.1977. 第E章ホテイアオイの生産量. 河川，水路，池沼におけるホテイアオイの
生態とその対策に関する研究.森林水産特別試験研究補助金による研究報告書 11-17.
13. Wolverton， R. C.， MacDonald， R C. and Cordon， J.1975. Bio-conversion of water 
hyacinths into methane gas: Prat 1. NASA Technical Memorandom. NASA-
TM-X-72725. p. 12. 
14. Wolverton， B.C. and MacDonald， R. C. 1976. Don't waste waterweeds. New Sci-
entist 12: 318-320. 
15. Wolverton， B. C. and MacDonald， R. C. 1978. Water hyacinth (Eichhornia crassipes) 
productivity and harvesting studies. ERL Report No. 171 : 43一旬.
59巻 (1981) 139 
